
（10）海外での使用方法  

①70％アセタミプリド水和剤 （米国）  

適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類  

まめ類  ヨコバイ類  

航空散布  
Cucumber beetle 0．044－0．1  

5gallons／A  
エンドウマメ  

収穫  
ダイズサルハムシ  3回   

7日前  
インゲンマメ  インゲンテントウ  以内  

地上散布  まで  

ダイズ  コナジラミ類   0．075－0．1  
20gallons／A  

等  

アザミウマ類   0．085－0．1   

Tuberous  
アブラムシ類   0．044－0．075   

And  

Corm  ヨコバイ類，  

コロラドハムシ  0．025－0．075  
航空散布  

Vegetables  
．5gallons／A  

Cucunlberbeetle  
収穫  

4回  
7日前  

ジャガイモ  ノミハムシ類   0．025－0．05  以内  
地上散布  まで  

サツマイモ  

20gallons／A  
クズウコン  

ヨーロッパアワノメイガ  

アーティチョーク  0．05－0．075   

（卵）  

等  

アブラナ科作物  
アブラムシ類   0．035－0．054   

ブロッコリー  コナジラミ類   0，05－0．075  航空散布  

キャベツ  5gallons／A  収穫  

5回  
芽キャベツ  アザミウマ類   ノ 0．075  7日前  

以内  
ミズナ  地上散布  まで  

カリフラワー  コナガ   0．075  20gallons／A  

ケール  

等  
Swedemidge   0．075   

葉野菜  

アブラムシ類   0．035－0．075   航空散布  

セロリ  5gallons／A  収穫  

レタス  5回  
7日前  

カラシナ  以内  
地上散布  まで  

ホウレンソウ  コナジラミ類   0．05－0．075   

20gallons／A  
パセリ  

等  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

タマネギ  

および  

Bulb  航空散布  

Vegetable類  5gallons／A  収穫  

4回  

アザミウマ類   0．094－0．15  7日前  

以内   

タマネギ  地上散布  まで  

ニンニク  ZOgallons／A  

ユリネ  

等  

果菜類  アブラムシ類   0＿035－0．075   

航空散布  
コロラドハムシ   0．025－0．05  

ナス  5gallons／A  収穫  
4回  

トマト  コナジラミ類   0．05－0．075  7日前  
以内  

ホウズキ  地上散布  まで  

アザミクマ類   0．075  
トウガラシ  20gallons／A  

等  Pepperweevil   0．05－0．075   

Cucumber beetle 

り類  Melonworm  D．050，10   

Pickleworm  航空散布  

メロン  ヘリカメムシ類   5gallons／A  収穫直後   
0．1   5回  

キュウリ  Squashvineborer  まで  

以内  

カボチャ  アブラムシ類   地上散布  （PHIO）  

0．05－0．075   

スイカ  ヨコバイ類  20gallons／A  

等  シルバーリーフ  
0．05－0．10   

コナジラミ  

アブラムシ類   0．05－0．1   

柑橘類  

Citrusthrips，  

ミカンハモグリガ  
グレープフルーツ  航空散布  

Caribbean black 
キンカン  0．75－0．125  20gallons／A  収穫  

scale，  5回  

レモン  7日前  

Glassywinged  以内  

ライム  地上散布  まで  

Shaepshooter  
オレンジ  100gallons／A  

アカマルカイガラムシ，  
ミカン  0．15－0．25  

等  
カンキッカタカイガラムシ  

キリギリス類   0．11－0．19   
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適用病   薬量   使用   使用   使用   
作物群   

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0．05－0．075   

Tentiform  
0．05  

1eafminer  

ヨコバイ類   0．05－0．075  

コドリンガ   0．075－0．15  

Pome Fruit 

ナシヒメシンクイ  航空散布  
0．1－0．15  

リンゴ  Lesserappleworn  10gallons／A  収穫  
4回  

ナシ  
コナカイガラムシ類  

7日前  
以内  

マルメロ  
ノ㌔γノノ∂〃〟ノノeJ〃  0．075－0．15  

地上散布  まで  

ビワ  
カスミカメムシ類  

50gallons／A  

等  

European apple sawfly 
0．1－0．15  

マメコガネ  

Apple maggot 

Plum curculio 0．15  

ナシマルカイガラムシ  

Dogwoodborer   0．15   

アブラムシ類  
0．05－0．10   

ヨコバイ類  

Glassywinged  
Stone Fruit 0．075－0，15  

Sharpshooter  

ナシヒメシンクイ  
アプリコット  航空散布  

オウトウ  
Peachtwingborer  

0．1－0．15  
10gallon畠／A  収穫  

Plum curculio 4回  
7日前  

Cat－Facinginsects  以内  
ネクタリン  地上散布  まで  

モモ  Cherryfruitfly  50gallons／A  

プラム  Blackcherryfly  0．10－0．15  

等  
Westerncherryfly  

ナシマルカイガラムシ  

マメコガネ  0．1－0．15   

Rosechafer  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

Blueberrymaggot，  

Blueberryspanworm，  

Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

マメコガネ，  

イチゴ  Obliquebanded   航空散布   
0．075－0．13  

および  1eaf●roller，  10gallons／A  

カスミカメムシ類  
2回  

Low growing 収穫  
ケシキスイ類，  以内  

berry類  
アザミウマ類  

地上散布  1日前  

コナジラミ類  20gallons／A   まで  

Fireworm  

アブラムシ類  

ヨコバイ類  0．035－0．075   

アワフキムシ類  

アブラムシ類  
0．0440．1   

ヨコバイ類  

ブルーベリー  コナジラミ類   0．075－0．1  

およぴ  マメコガネ，  

BushandCane  BIueberrymaggot，   航空散布   

berry類  ケシキスイ類，  5gallons／A  収穫  
5回  

Tamishedplantbug，  
1日前  

以内  
ブルーベリー  

StrawbeLrryrOOtWOrm，  地上散布   まで  

ラズベリー  0．085－0．1  

CarnberryfruitwDrm，  
20gallons／A   

等  Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

Blueberry spanworm 

アザミウマ類  

ヨコバイ類，  

Glassywinged  

Sharpshooter，  

ぶどう  アブラムシ類，  航空散布  

コナカイガラムシ類  5gallons／A  収穫  

Westerngrと1Peleaf  2回  

キウイフルーツ  0．05  7日前  

skeletonizer  以内   

（Fuzzykiwifruit  地上散布  まで  

（ロット山脈東側のみの登録）  

を除く）  20gallons／A  
ブドウネアブラムシ  

Bandedgrapebug  

Rose chafer 

マメコガネ  
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適用病   薬量  使用  ．使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0．025－0．05   

シソレバーリーフ  

0．075－0．1  
コナジラミ  

カスミカメムシ類   0．05－0．1  

地上散布  収穫  

ノミハムシ類   0．025－0．05  
4回  

綿実  5′－10  28日前  

以内  
gallos／A  まで  

アザミウマ類   0．05－0．075  

オオタバコガ  
0．025－0．05  

（卵）  

コナジラミ類  

0．075－0．1   

（卵）  

アブラムシ類  
0．05－0．18   

ヨコバイ類  

Glassywinged  

Sharpshooter  
0．075－0．125  

Tree Nuts Pecan Nut 

Casebearer  航空散布  

アーモンド  コドリンガ   10gallons／A  収穫   

4回  
ペカン   ナシヒメシクイ  14日前   

以内  
マカデミアナッツ   Peachtwingborer  地上散布  まで   

ピスタチオ  ナシマルカイガラムシ  50gallons／A   

等  Hickory shuckworm 0．1－0．18  

Pecan weevil 

Redhumpedcaterpillar  

Filbertworm  

Navelorangewoml  
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②30％アセタミプリド水溶性粒剤 （米国）  

適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類  

ヨコバイ類  
まめ類  

Cucumber beetle 0．047【0．1   航空散布  

ダイズサルハムシ  5gallons／A  収穫  
エンドウマメ  3回  

インゲンテントウ  7日前  
インゲンマメ  以内  

地上散布  まで  
ダイズ  コナジラミ類   0．0750．1  

20gallDnS／A  
等  

アザミウマ類   0．085－0．1   

Tuberous  
アブラムシ類   0．047－0＿075   

And  

Corm  ヨコバイ類，  

コロラドハムシ  0．028－0．075  
航空散布  

Vegetables  
5gallons／A  

Cucumberbeetle  
収穫  

4回  
7日前  

ジャガイモ  ノミハムシ類   0．028－0．047  以内  
地上散布  まで  

サツマイモ  

20gallons／A  
クズウコン  

ヨーロッパアワノメイガ  

アーティチョーク  0．047－0．075   

（卵）  

等  

アブテナ科作物  
アブラムシ類   0．038→0．075   

ブロッコリー  コナジラミ類   0．047－0．075  航空散布  

キャベツ  5gallons／A  収穫  

5回  
芽キャベツ  アザミウマ類   0．075  7目前  

以内  
ミズナ  地上散布  まで  

カリフラワー  コナガ   0．075  20gallons／A  

ケール  

Swedemidge   0．075   
等  

秦野菜  

アブラムシ類   0．038－0．075   

航空散布  
セロリ  

5gallons／A  収穫  
レタス  5回  

7目前  
カラシナ  以内  

コナジラミ類   0．056－0．075   地上散布  まで  
ホウレンソウ  

20gallons／A  
パセリ  

等  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

タマネギ  

および  

Bulb  航空散布  

Vegetable類  5gallons／A  収穫  
4回  

アザミウマ類   0．094－0．15  7日前  
以内   

タマネギ  地上散布  まで  

ニンニク  20galloms／A  

ユリネ  

等  

果菜類  アブラムシ類   0．038－0．075   

航空散布  

コロラドハムシ   0．028－0．047  
ナス  5gallons／A  収穫  

4回  

トマト  コナジラミ類   0．047－0．075  7日前  
以内  

ホウズキ  地上散布  まで  

アザミウマ類   0．075  
トクガラシ  20gallons／A  

等  Pepper raeevil 0．047－0．075   

Cucumber beetle 

うり類  Melonworm  0．047－0．10   

Pickleworm  航空散布  

メロン  ヘリカメムシ類   5gallons／A  収穫直後   
0．10   5回  

キュウリ  Squashvineborer  まで  
以内  

カボチャ  アブラムシ類   地上散布  （PHIO）  

0．047－0．075   

スイカ  ヨコバイ類  20gallons／A  

等  シルバーリーフ  
0．047－0．10   

コナジラミ  

アブラムシ類   0．047－0．103   

柑橘類  
Citrusthrips，  

ミカンハモグリガ，  

グレープフルーツ  
Caribbean black 

航空散布  

キンカン  0．075－0．13  20gallons／A  
scale，  

収穫  
5回  

レモン  
Glassywinged  

7目前  
以内  

ライム  地上散布  まで  
Shaepshooter  

オレンジ  100gallons／A  
アカマルカイガラムシ，  

ミカン  0．15－0．25  
カンキッカタカイガラムシ  

等  

キリギリス類   0．11－0．19   
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0＿047－0．075   

Tentiform  
0．047  

1eafminer  

ヨコバイ類   0．047－0．075  

PorneFruit  コドリンガ   0．075－0．15  

航空散布  

リンゴ  ナシヒメシンクイ   10gallons／A  
0．094－0－15   

収穫   

Lesserappleworm  
4回  

ナシ  7日前  
以内  

マルメロ  
コナカイガラムシ類  

地上散布  まで  

ビワ  0．075－0．15  
50gallons／A  

脅γノノβ〃〟ノノe血  

等  カスミカメムシ類  

European apple sawfly 
0．094－0．15  

マメコガネ  

Apple maggot 

Plum curculio 0，15  

ナシマルカイガラムシ  

Dogwoodborer   0＿15   

アブラムシ類  
0．047－0．10   

ヨコバイ類  

Glassyvinged  
0．075－0．15  

Stone Fruit sharpshooter  

ナシヒメシンクイ  
航空散布  

アプリコット  Peachtwingborer  
0．10－0．15   10gallons／A  収穫  

オウトウ  Plumcurculio  4回  

7日前  

ネクタリン  Cat－Facinginsects  以内  
地上散布  まで  

モモ  CherrYfruitfly  
50gallDnS／A  

プラム  Blackcherryfly  0．10－0．15  

等  Westerncherryfly  

ナシマルカイガラムシ  

マメコガネ  0．10－0．15   

Rosechafer  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

Blueberrymaggot，  

Blueberryspanworm，  

Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

マメコガネ，  

イチゴ  
Obl、iquebanded  

航空散布  

0．075－0．13  

および  1eafroller，  10gallons／A  収穫   

2回  
Lowgrowlng   カスミカメムシ類  1日前   

以内  
berry類   ケシキスイ類，  地上散布  まで  

アザミウマ類  20gallons／A  

コナジラミ類  

Fireworm  

アブラムシ類  
J  

ヨコバイ類  0．035－0．075   

アワフキムシ類  

アブラムシ類  

0．047－0．1   

ヨコバイ類  

ブルーベリー  コナジラミ類   0．075－0．1  

および  マメコガネ  

BushandCane  Blueberrymaggot，   航空散布   

berry類  ケシキスイ類，  5gallons／A  収穫  

5回  

Tamishedplantbug，  1日前  

以内  
ブルーベリー  Strawberryrootworm，  地上散布   まで  

ラズベリー  0、085－0．1  

Cranberryfruitworm，  20gallons／A   

等  Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

Blueberry spanworm 

アザミウマ類  

ヨコバイ頬，  

Glassywinged  

sharpshooter，  

ぶどう  アブラムシ類，  航空散布  

コナカイガラムシ類  
5gallons／A  収穫  

Westerngrapeleaf  2回  
キウイフルーツ  0．047  7日前  

skeletonizer  以内   
（Fuzzykiwifruitを  地上散布  まで  

（ロット山脈東側のみの登録）  

除く）  

ブドウネアブラムシ  
20gallons／A  

Bandedgrapebug  

Rose chafer 

マメコガネ  
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適用病   薬量   使用   疲用   使用  

作物群  
害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0．028－0．047   

シルバーリーフ  

0．075－0．1  
コナジラミ  

カスミカメムシ類   0．047－0．1  航空散布  

5gallons／A  収穫  
4回  

綿実  ノミハムシ類   0．028－0．047  28日前  

以内  
地上散布  まで  

アザミウマ類   0．047－0．075  
10gallons／A  

オオタバコガ  
0．028－0．047  

（卵）  

コナジラミ類  

0．075－0．1   

（卵）  

アブラムシ類  
0．047－0．18   

ヨコバイ類  

Glassywlnged  

Sharpshooter  
Tree Nuts 0．075－0．15  

Pecan Nut 

航空散布  
Casebearer  

アーモンド  10gallons／A  収穫  
コドリンガ  4回  

／ヾカン  14日前  

ナシヒメシンクイ  以内  
マカデミアナッツ  地上散布  まで  

Peachtwingborer  
ピスタチオ  50gallons／A  

ナシマルカイガラムシ  

等  0．10－0．18   

Hickory shuckworm 

Pecan weevil 

Redhumpedcaterpillar  

Filbertworm  

③ 4％アセタミプリド＋5％インドキサカルブ水和剤 （韓国）  

適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ib ai／A   液量   時期   回数   

1000倍希釈  葉面散布  
アブラムシ類、蛾類、  収穫2日前  

Unipe red peppers （a．i．0．010  250L／10a  2回   

シラミ類、アザミウマ  まで  
kg／10a）  
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6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

（∋分析対象の化合物  

・アセタミプリド（GC法、HPLC法）  

・アセタミプリド及び代謝物5化合物（IM－2－1，IM－0，IM－0－GIc，Ⅰ仁一0）（統一法）  

H  

－  

■ごや．  

l－l －－一魯                   ′               J■■■■■‾■■■■－  、 ．Ofl  
Cll・t  

アセタミプリド（Nト25）  IM－2－1  IM－0  

∴イ｝ヰ 三…  
l」  〔）ト】   

IC－0  

②分析法の概要   

・GC法  

アセトン抽出後、酢酸エチルに転溶し、ケイ酸マグネシウムミニカラムで精  

製後、アルカリ熱イオン化検出器又は高感度窒素・リン酸検出器付きガスクロ  

マトグラフで定量する。   

・HPLC法  
アセトンで抽出、多孔性ケイソウ土カラムを通した後、ケイ酸マグネシウム  

ミニカラムで精製し、高速液体クロマトグラフを用いて定量する。   

・統一法  

メタノールで抽出後、水酸化ナトリウムで加水分解し、更に過マンガン酸カ  

リウムで酸化し、すべての化合物を同一化合物（IC－0）とする。ジクロロメタ  

ン＋アセトンに転溶後、ジアゾメタンを用いて、エステル化し、カラムクロマ  

トグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフ（63NiECD等）で定量する。  

（2）作物残留試験結果  

作物残留試験においては、・代謝物について、個別の定量は示されておらず、アセタミ   

プリド又は代謝物をアセタミプリドに換算した分析値として記載されている。  

（D－1とうもろこし  
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とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量（注1）は、＜0．05、  

＜0．05ppmであった。  

①－2 未成熟とうもろこし   

未成熟とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の   

2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．05、   

＜0．05ppmであった。  

未成熟とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、18％液剤の64   

倍希釈液を3回散布〔（3．2L／10a）産業用無人ヘリによる散布〕したところ、散布後14   

日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。  

②あずき  

あずき（乾燥種実）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希   

釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、＜0．06、0．60ppm   

であった。  

（∋ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（200～300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は、  

0．06、0．02ppm（続一法）であった。  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の撤溝処理（1  

回）（6kg／10a）及び20％水溶剤の2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、  

散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであった。  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植溝土壌  

混和（1回）（6kg／10a）及び18％液剤の64倍希釈液を3回散布〔（3．2L／10a）無人ヘ  

リによる散布〕したところ、散布後7日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。  

④ さといも  

さといも（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の播溝散布処  

理を1回散布（6kg／10a）したところ、散布後160、183日の最大残留量は、＜0・05、  

＜0，05ppmであった。  

（9 やまのいも  

やまのいも（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7、14日の最大残留量は0・01、  

0．01ppmであった。  
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⑥こんにやくいも  

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元  

土壌混和を1回（3kg／10a）行ったところ、散布後134、136日の最大残留量は、＜  

0．05、＜0．05ppmであった。  

⑦てんさい  

てんさい（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤のノ2β拶希  

釈液を1回処理〔（鉱／／五g（10a相当））植え付け相当分苗床濯注〕したところ、処理  

後162、167日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。ただし、これらの試験  

は適用の範囲内で行われていない。  

⑧⑨だいこん  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の播溝処理を  

1回（亜〆10a）したところ、散布後42、70日の最大残留量は0．03、＜0．01ppmで  

あった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を1回散布（100～200／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．01、  

＜0．01ppmであった。   

だいこん（つまみ菜）（間引き菜）を用いた作物残留試験（2例）において2％粒  

剤の播溝処理を1回（亜〆10a）したところ、散布後13、12日の最大残留量は1．98、  

0．397ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において2％粒剤の播溝処理を1  

回（亜〆10a）したところ、散布後42、70日の最大残留量は0．28、0．03ppmであっ  

た。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において20％水溶剤の2000倍希  

釈液を1回散布（100～200／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は0．06、  

0．24ppmであった。  

⑧⑨はつかだいこん  

はつかだいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の   

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜  

0．01、＜0．01ppmであった。  
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はつかだいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜  

0．05、く0．05ppmであった。  

⑩⑪かぶ  

かぶ（根）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈液  

を1回散布（306．8又は242．4L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、0．02、  

0．02ppmであった   

かぶ（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍希釈液を  

1回散布（306．8又は242．4L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は1．02、  

1．57ppmであった。  

⑫ワサビダイコン  

ワサビダイコン（根茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、く  

0．01、＜0．01ppmであった。  

⑬はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（身／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を3回散布（64～150L／10a）した  

ところ、散布後14日の最大残留量は0．15、0．18ppmであった。ただし、これらの試  

験は適用の範囲内で行われていない。  

⑭－1キャベツ  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（2g／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を5回散布（150L／10a）したとこ  

ろ、散布後7日の最大残留量は1．09、0．90ppmであった。   

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（2g／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を3回散布（150L／10a）したとこ  

ろ、散布後14日の最大残留量は0．24、0．42ppmであった。  

⑭－2メキャベツ  

メキャベツ（芽球）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000  

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後6、7日の最大残留量は、＜0．05、  

0．10ppmであった。  

⑬こまつな  
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こまつな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍  

希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．00、1．76ppm  

であった。  

⑯みずな  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．00、2．25ppm  

であった。   

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈審夜を2＠散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．44、1．75ppm  

であった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑰チンゲンサイ  

チンゲンサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混  

和処理（1g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍希釈液を1回散布（200L／10a）した  

ところ、散布後14、7日の最大残留量は2．72、1．22ppmであった。  

⑩カリフラワー  

カリフラワー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000   

倍希釈液を3回散布（200、266．7～300L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量   

は、0．18、0．34ppmであった。  

⑲ブロッコリー  

ブロッコリー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混  

和処理（2g／株）1回及び20％水溶剤の川〝好希釈液を3回散布（150L／10a）した  

ところ、散布後14日の最大残留量は0．36、0．64ppmであった。ただし、これらの試  

験は適用の範囲内で行われていない。  

⑳－1，2非結球メキャベツ  

非結球メキャベツ（えき芽菓）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶   

剤の2000‘倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

0．60、0．68ppmであった。   

非結球メキャベツ（本葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤  

の2000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

0．88、2．85ppmであった。  

⑳－3茎ブロッコリー  
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茎ブロッコリー（花雷及び茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶  

剤の2♂♂♂タ夢希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、  

0．40、0．12ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑳－4なずな  

なずな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000倍  

希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．24、0．48ppm  

であった。  

⑳－5ひこしまはるな  

ひこしまはるな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植  

穴土壌混和を1回散布（1g／株）したところ、散布後53、54日の最大残留量は、＜  

0．1、＜0．1ppmであった。  

⑪ しゆんぎく  

しゆんぎく（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000  

倍希釈液を2回散布（300、150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

2．02、0∴i9ppmであった。  

⑳－1レタス  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2クββノ欝希  

釈液を3回散布（150～250L／10a）したところ、散布後7自の最大残留量は0．08、  

0．31ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処理  

（2g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍希釈液を3回散布（80．8～200L／10a）した  

ところ、散布後7日の最大残留量は、0．54、0．34ppmであった。  

⑫－2リーフレタス  

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20水溶剤の4000  

倍希釈液を1回散布（245～257．257．1L／10a）散布、及び2％粒剤の定植時株元散布  

（0，5g／株）したところ、散布後7～21日の最大残留量は1．68，1．48ppmであった。  

⑫－3 ロメインレタス  

ロメインレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000   

倍希釈液を1回散布（200、300L／10a）及び2％粒剤の定植時株元散布（0．5g／株）した   

ところ、散布後7～21日の最大残留量は2．67、1．02ppmであった。  

⑬一1くきちしや  
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くきちしや（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の4000倍希  

釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は＜0，05、＜0．05ppm  

であった。  

⑬－2ははこぐさ（ゴギョウ）  

ははこぐさ（ゴギョウ）（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％  

水溶剤の8000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留  

量は0．34、0．77ppmであった。  

⑳－3食用ぎく  

食用ぎく（花弁）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍  

希釈液を2回散布（150、200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、1．26、  

0．48ppmであった。  

⑳－4，5ふき  

ふき（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植直後株元散  

布を1回（2g／株）及び20％水溶剤の3000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したと  

ころ、散布後14日の最大残留量は、0．10、0．06ppmであった。   

ふき（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を1回  

（2g／株）したところ、散布後82、100日の最大残留量は＜0．05、＜0．05pmであった。  

⑲ たまねぎ  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤め2000倍  

希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0，05ppmであった。  

⑳－1，2菓ねぎ  

葉ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 

釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．14、0．15ppm  

であった。   

葉ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を3  

回（6kg／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであっ  

た。  

⑳¶3，4根深ねぎ  

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、  
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